














































講義 ・演習において Iものづくりの基礎J， r発想法J， r科学文章J， r計測機器による数値化Jなど
を取り上げている 本科目は， 工学部全学科共通として実施している選択専門基礎科目であり j 開





ついての理解を深めることを目的とした 3次元 CADソフト (SolidWorks)により形状データを作






形状データを作成 l加工プログラムを作成 加工 完成
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図 2 r形」の創出実習の概要
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し加工を行う 所望とする製品形状に加工する際には，まず CAD/CAMによるモデル作成及び NC
加工プログラムの作成が必要となる そデノレは，学生が設計したものを用いた また，複雑形状の
加工には，オーバートラベル及び機械構造物，工具ホノレダ及び冶具の干渉チェックが必要不可欠と
なる これらのプロセスを経た後，実加工を行った
(a)CAD/CAM (b)干渉チェック
(c)実加工 (d)製品
図4 デジタルエンジニアリングの実施
5 まとめ
工学部先端科学技術育成センターの精密工作部門では，設計から加工までのコンビュータ援用型
のものづくり教育システムが整いつつある 今後は， 体験実習や創成活動への技術支援を通して，
より高度なものづくり教育システムを構築していきたい
